
20,950円
10,470円
※消費税10%の場合の料金です。

　
笠
間
市
街
の
昭
和
町
通
り
す
ぐ
東
側
を
南
北
に
貫
く

通
り
が
、
江
戸
時
代
に
笠
間
藩
主
が
参
勤
交
代
に
利
用

し
た
道
で
あ
る
。
そ
の
道
筋
に
沿
っ
た
花
香
町
地
内
の

第
十
八
区
集
会
所
東と
う
奥お
う
の
地
蔵
堂
に
、
こ
の
地
蔵
菩
薩

坐
像
は
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
隣
接
す
る
桜さ
く
ら

台だ
い

の
泉せ
ん
福ぷ
く
寺じ

境
内
の
地
蔵
堂
に
祀ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
初

め
の
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くの

潮
流
の
中
で
同
寺
が
廃は
い

寺じ

と
な
り
、

花
香
町
の
人
々
が
譲
り
受
け
、
町
内
に
地
蔵
堂
を
建
て

守
っ
て
き
た
。
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）、
神
奈
川
県

秦は
だ

野の

市し

在
住
の
仏ぶ
っ

師し

小お

島じ
ま

弘ひ
ろ
し

氏
に
よ
り
解
体
修
復
さ

れ
、
翌
年
、
笠
間
市
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。

　
像
容
は
、
像
高
二
〇
㎝
、
左
の
掌
に
宝ほ
う

珠し
ゅ

を
載
せ
、

右
手
に
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
うを

持
ち
、
岩い
わ

座ざ

の
上
に
蓮れ
ん

台だ
い

ご
と
載
る
姿

で
あ
る
。
小
島
弘
師
が
、
私
た
ち
の
面
前
で
割わ
り

矧は

ぎ
造

り
の
同
像
を
解
体
し
て
像
内
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
胸

裏
と
背
裏
両
部
分
に
墨ぼ
っ

痕こ
ん

鮮あ
ざ

や
か
な
銘
文
が
現
れ
、
そ

の
内
容
に
驚
か
さ
れ
た
。
原
文
は
漢
文
体
で
、
意
訳
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
胸
裏
部
分
に
は
、
文
明
十
一

年（
一
四
七
九
）十
月
十
九
日
、
笠
間
馬ば

場ば

郷ご
う
の
瑞ず
い
竜り
ゅ
う

菴あ
ん

に
て
京
都
の
院い
ん

派ぱ

仏ぶ
っ

師し

・
院い
ん

永え
い

作
と
あ
り
、
京
都
の
住

所
も
記
さ
れ
て
い
る
。
背
裏
部
分
に
、
笠
間
・
馬
場

郷
の
住
人
市い

ち
毛げ

内た
く
み
の
す
け

匠
助
藤
原
朝あ
そ
ん臣

家い
え

正ま
さ

の
一
周
忌
に

造
立
し
た
と
、
慈じ

母ぼ

妙み
ょ
う

浄じ
ょ
うの

署
名
が
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
は
、
応
仁
元
年（
一
四
六
七
）か
ら

十
一
年
余
に
わ
た
り
京
都
市
街
を
戦
場
に
戦
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た（
応
仁
の
乱
）。
戦
乱
は
全
国
に
波

及
、
そ
の
後
の
約
百
年
は
戦
国
時
代
と
な
る
。
貴
族

や
僧
侶
の
中
に
は
都
を
離
れ
て
地
方
へ
避
難
す
る
者

も
現
れ
、
中
央
の
文
化
が
地
方
へ
伝で
ん

播ぱ

す
る
契
機
と

も
な
っ
た
。
水
墨
画
の
巨
匠
雪せ
っ

舟し
ゅ
う

等と
う

楊よ
う

が
、
現
在
の

山
口
市
へ
移
り
住
み
京
風
文
化
が
育
ま
れ
、
後
に
同

地
は
「
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
以
降
、
仏
像
彫
刻
の
分
野
で
日

本
を
代
表
す
る
院
派
の
仏
師
が
、
戦
乱
を
避
け
て
来ら
い

笠り
ゅ
うし
、
当
地
で
仏
像
制
作
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
文
明
七
年（
一
四
七
五
）八

月
の
笠
間
城
の
鎮ち
ん

守じ
ゅ・三さ
ん

所し
ょ

神
社
の
棟む
な

札ふ
だ（

写
）に
は
、

城
主
笠
間
綱つ
な

久ひ
さ

に
よ
る
同
社
の
屋
根
の
葺ふ

き
替か

え
記

録
が
あ
る
。
そ
の
折
の
普ふ

請し
ん

奉ぶ

行ぎ
ょ
うが

市
毛
内
匠
家
正

と
あ
り
、
地
蔵
像
の
胎た
い
内な
い
銘め
い
文ぶ
ん
中
の
市
毛
家
正
の
存

在
を
裏
付
け
て
い
る
。

�

（
市
史
研
究
員　
矢や

口ぐ
ち　
圭け
い
二じ

）

笠
間
・
花は

な
香か

町ま
ち
の
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